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小・中学生の環境問題への意識・関心を高めることを目的として、昭和49年度から環境

作文コンクールを実施しています。 

平成25年度は、「未来の環境のために、今できること」、「自然がいっぱい練馬のまち」、

「たのしくごみを減らすには」の３つのテーマに、1,121点（小学生部門430点、中学生部

門691点）の作品の応募がありました。入賞作品は、作品集としてまとめ、環境課窓口、区

立図書館などのほか、区ホームページで公開しています。 

 
 
 

 
こどもエコクラブ事業（幼児から高校生を対象とする環境クラブ活動）の地方事務局と

して、区内クラブの活動を支援しています。平成 25 年度は３クラブ 213 名が登録・活動し

ました。 

 

 

 

 

ねりまエコ・アドバイザーとは、環境保全活動を行うため区長から委嘱を受けた者のこ

とで、その活動内容は、区が行う環境教育啓発事業や環境調査などへの協力、地域で行わ

れる環境保全活動への助言・協力、その他区の環境施策に関することなど、多岐にわたっ

ています。 

区では、ねりまエコ・アドバイザーの活動の支援として、フォローアップ研修を実施し、

ニュースレター「ねりまエコ・アドバイザー通信」を発行しています。 
また、ねりまエコ・アドバイザー相互の情報交換、連携等に資するため、平成 21 年に「ね

りまエコ・アドバイザー協議会」が設立されました。 

平成 26 年４月現在、49 名のねりまエコ・アドバイザーが活動しています。 

 

 

こどもエコクラブ活動の支援 

環境作文コンクール 

ねりまエコ・アドバイザーの活動の支援 

スキルアップ研修 
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６月５日の「世界環境デー」に関連し環境省が

定める環境月間（６月）に、区役所本庁舎アトリ

ウムを会場として、「ともに築く 循環・共生のま

ち ねりま」をテーマに環境月間行事を実施しま

した。 
区内の環境活動団体や清掃事務所などが参加し

ました。 

 

 

 

  

 

 

 

区が率先して地球温暖化対策に取り組むため、平成 21 年 10 月に電気自動車（三菱自動

車工業・i-MiEV
アイミーヴ

）を２台導入しました。 

電気自動車は、走行中に二酸化炭素（CO2）や 

窒素酸化物（NOx）などの排気ガスを全く排出し 

ない究極のエコカーで、かつ静粛性に優れ、ガ 

ソリン車と比較して１km 走行するコストが圧倒 

的に低いなど、多くのメリットがあります。 

車体には、練馬区在住の漫画家で名誉区民の 
松本零士氏の作品「銀河鉄道 999」のイラストが 
フルラッピングされており、環境啓発と同時に区 
の特色であるアニメ産業の紹介にも役立てられて 
います。 
電気自動車は、現場調査などの日常業務をはじ 
め、幼稚園・小学校を対象とした清掃・リサイク 
ルの普及啓発の場である「ふれあい環境学習」、資 
源とごみの正しい分け方・出し方の説明会である 
「青空集会」においても活躍しています。 
その他にも、平成 25 年度においては、「ねりま 
・エコスタイルフェア」などの環境啓発イベント 
や「練馬アニメカーニバル」などのアニメイベン 
トにおいても展示を行い、幅広く区民に親しまれ 
ています。 

 

環境月間行事 

平成 25年度（2013年度）環境月間行事（区役所アトリウム） 

電気自動車の活用 

ふれあい環境学習の様子 

電気自動車 

©Leiji Matsumoto 
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ねりま・エコスタイルフェアの様子 

（燃料電池自動車） 

 

 
 

 ねりま・エコスタイルフェアは、節電、省エネ・省資源につながる展示・発表などを通

じて、区内から排出される温室効果ガスの排出削減を図り、地球温暖化防止その他環境へ

の負荷の低減に寄与することを目的として開催しています。平成 25 年度は「進めよう！未

来のためにできること～地球温暖化対策につながる環境・経済・エネルギー～」というテ

ーマのもと、練馬区とねり☆エコ（練馬区地球温暖化対策地

域協議会）の主催により、練馬まつりと同日（平成 25 年 10

月 20 日(日)）に、南町小学校を会場にして開催しました。 

当日は、家庭での節電の取組や、省エネ・省資源を推進す

るさまざまな展示のほか、ステージを使ったオリジナルキャ

ラクター紹介や紙芝居、燃料電池自動車や電気自動車などの

エコカー展示、スタンプラリーなどを実施しました。 
 

 

 

 平成 25 年度は、平成 23 年度の大幅な電力不足の経験を生

かし、身近なところからエネルギー使用の無駄を見直し、「無

理のない賢い節電」に引き続き取り組みました。夏期には、

家庭や事業所に節電への協力を呼びかけるポスターを区内の

公設掲示板等に掲示しました。 

 また、平成 24 年度と同様に節電対策を「練馬区環境マネジ

メント実施計画」に組み入れ、施設利用者などの健康管理に

配慮するとともに、各施設で細心の注意を払い、節電に取り

組みました。 

 

 

 
 

 ＬＥＤ電球は、白熱電球と比較して、消費電力は４分の１から６分の１、寿命は約 40

倍であり、同じ使い方をした場合、電気使用量が減り、それに伴って電気料金や二酸化炭

素の削減が可能です。このＬＥＤの普及促進事業に取

り組むため、本プロジェクトを実施しました。 

 平成 25 年４月に参加者を募集し、６月１日から７月

31 日の間に、目標を超える 10,779 個のＬＥＤ電球を

参加者に渡し（１人１個）、白熱電球から交換してもら

うことで節電を促進しました。また、参加者には、電

球を渡す際に、節電に関するアンケートを実施してお

り、今回の事業を環境行動の契機として、節電意識の

向上にも寄与しました。 

ねりま・エコスタイルフェア 

節電対策 

 

夏期の節電ポスター 

 ねりま ecoチャレンジ！ＬＥＤ節電プロジェクト 

 

LED 電球受取の様子 

 

- 30 - - 31 -



 - 30 - 

ねりま・エコスタイルフェアの様子 

（燃料電池自動車） 

 

 
 

 ねりま・エコスタイルフェアは、節電、省エネ・省資源につながる展示・発表などを通

じて、区内から排出される温室効果ガスの排出削減を図り、地球温暖化防止その他環境へ

の負荷の低減に寄与することを目的として開催しています。平成 25 年度は「進めよう！未

来のためにできること～地球温暖化対策につながる環境・経済・エネルギー～」というテ

ーマのもと、練馬区とねり☆エコ（練馬区地球温暖化対策地

域協議会）の主催により、練馬まつりと同日（平成 25 年 10

月 20 日(日)）に、南町小学校を会場にして開催しました。 

当日は、家庭での節電の取組や、省エネ・省資源を推進す

るさまざまな展示のほか、ステージを使ったオリジナルキャ

ラクター紹介や紙芝居、燃料電池自動車や電気自動車などの

エコカー展示、スタンプラリーなどを実施しました。 
 

 

 

 平成 25 年度は、平成 23 年度の大幅な電力不足の経験を生

かし、身近なところからエネルギー使用の無駄を見直し、「無

理のない賢い節電」に引き続き取り組みました。夏期には、

家庭や事業所に節電への協力を呼びかけるポスターを区内の

公設掲示板等に掲示しました。 

 また、平成 24 年度と同様に節電対策を「練馬区環境マネジ

メント実施計画」に組み入れ、施設利用者などの健康管理に

配慮するとともに、各施設で細心の注意を払い、節電に取り

組みました。 

 

 

 
 

 ＬＥＤ電球は、白熱電球と比較して、消費電力は４分の１から６分の１、寿命は約 40

倍であり、同じ使い方をした場合、電気使用量が減り、それに伴って電気料金や二酸化炭

素の削減が可能です。このＬＥＤの普及促進事業に取

り組むため、本プロジェクトを実施しました。 

 平成 25 年４月に参加者を募集し、６月１日から７月

31 日の間に、目標を超える 10,779 個のＬＥＤ電球を

参加者に渡し（１人１個）、白熱電球から交換してもら

うことで節電を促進しました。また、参加者には、電

球を渡す際に、節電に関するアンケートを実施してお

り、今回の事業を環境行動の契機として、節電意識の

向上にも寄与しました。 

ねりま・エコスタイルフェア 

節電対策 

 

夏期の節電ポスター 

 ねりま ecoチャレンジ！ＬＥＤ節電プロジェクト 

 

LED 電球受取の様子 

 

 - 31 - 

 
 

区の呼びかけに応じて賛同した区民・事業者により組織された「練馬区民環境行動方針

検討会議」は、自ら環境問題に対して取り組む行動を考え、実現していくために、平成 16

年８月に「練馬区民環境行動方針」を策定しました。 

この方針において提案されたプロジェクト案のうち、先行して取り組む項目の具体化を

図るために、検討会議委員の有志を中心にグループが結成され、平成 17年４月には、これ

らのグループ間の連絡・調整等を図るための組織として「練馬区民環境行動連絡会」（以下

「連絡会」といいます。）が発足し、活動をしています。 

区では連絡会と区民環境行動講演会を共催するとともに、広報紙の編集・発行を支援し

ています。その他、必要に応じて共同事業の実施、連絡会の活動への協力などを行ってい

ます。 

平成 25年度は、各グループがそれぞれに、または区や他の区民団体と共同で活動を広げ

るとともに、区民環境行動講演会＊（平成 25年 11月と平成 26年３月の２回）を開催しま

した。また、連絡会広報紙「もっと！青い空」の発行を２回行いました。 

  

 

 

 

 

 
 

 
 
区民の自主的な環境活動を活発にしていくために、区内で環境活動（環境学習、環境保

全活動、美化活動など）を行っているグループを区民に紹介しています。 
平成 26年３月 31日現在、16団体が登録されています。各団体の活動内容等については、

区のホームページの「学ぶ・楽しむ」内の「環境学習・環境活動」に掲載しています。 
 

環境活動団体紹介 

練馬区民環境行動連絡会の活動支援 

＊ 第１回 平成 25年 11月 17日開催 

「新発想による環境共生住宅のまちづくり」 

＜講師＝環境建築家 井口 浩 氏＞ 

第２回 平成 26年３月９日開催 

「よみがえる江戸東京野菜～ＪＡ東京あおばの取り組み～」 

＜講師＝ＪＡ東京あおば常務理事 渡邉 和嘉 氏＞ 

- 30 - - 31 -


